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2.  山口哲志*,  
“医薬理工の異分野融合研究から見えたナノバイオの未来”  
東京大学ナノバイオ・インテグレーション研究拠点（編）p. 135, エクスナレッジ, 2010年 6月 

(Part 2 解析技術, Chapter 01 ケージド核酸を用いた遺伝子発現制御型セルアレイ) 
3. 山口哲志, 新海政重, 加藤耕一, 長棟輝行*,  

“バイオ医薬の開発技術とシーズ”  

山本重夫 監修 p. 90-99, シーエムシー出版, 2009年 3月 

(第 10章 医薬品スクリーニング用細胞アレイのための細胞固定化および細胞転写技術) 
4. S. Yamaguchi, I. Hamachi*, 

“Nanotechnology in carbohydrate chemistry”  
Editor: Hideya Yuasa, p. 43-65, Trivandrum, 2006年 5月 
(Chapter 3 Multi-functional materials for nano-/micro biotechnology based on supramolecular hydrogels 
of glycosylated amino acetate derivatives) 

5. T. Mannen, S. Yamaguchi, J. Honda, S. Sugimoto, A. Kitayama, T. Nagamune*, 
“Bioseparation engineering” 
Editors: Isao Endo, Teruyuki Nagamune, Shigeo Katoh, p. 125-130, Elsevier Science B. V., 2000年 3月
17日 
(Chapter 2 Monitoring structural changes of proteins on solid phase using surface plasmon resonance 
sensor) 
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【特許】 
1. 山口哲志, 小阪高広, 岡本晃充, 大橋友紀, 舘野浩章（国立大学法人東京大学） 
細胞固定化用基材の製造方法 
特願 2022-076539（2022年 5月 6日出願） 

2. 山口哲志, 岡本晃充, 池田諒佑（国立大学法人東京大学） 
細胞間接触を検出する技術 
特願 2022- 3617（2022年 1月 13日出願） 

3. 山口哲志, 山平真也, 小阪高広, 岡本晃充（学校法人聖路加国際大学） 
免疫細胞の活性を評価する方法 
特願 2021-190522（2021年 11月 24日出願） 

4. 山口哲志, 上原廉二朗, 岡本晃充（国立大学法人東京大学） 
生体物質固定化材料 
特願 2019-222051（2019年 12月 9日出願） 

5. 光野秀文, 荒木章吾, 藤林駿佑, 照月大悟, 櫻井健志, 山口哲志, 小熊久美子, 神崎亮平（国立大学法人東
京大学） 
匂い検出キット、匂い検出キットの製造方法、及び匂い検出方法 
特願 2019-162985,（2019年 9月 6日出願） 

6. 青木大一郎, 長棟輝行, 大木理恵子, 平家勇司, 山平真也, 山口哲志, 野口正生, 栗原欣也, 渥美優介, 中
本和希, 鈴木孝尚 
細胞回収装置 
特願 2020-114086（2020年 7月 1日出願） 

6. 山口哲志, 岡本晃充, 泉田森（国立大学法人東京大学） 
光応答性細胞固定化剤, 
特願 2018-105068（2018年 5月 31日出願） 

7. 山口哲志, 岡本晃充, ナタリア・テレサ・ヤジェンブス, 泉田森, 山平真也, 長棟輝行（国立大学法人東京
大学） 
光分解性細胞固定化剤, 
特願 2017-214107（2017年 11月 7日出願） 

8. 山口哲志, 岡本晃充, 高木理沙, 野地博行, 飯野亮太, 田端和仁 （国立研究開発法人科学技術振興機構） 
セルソーティング方法、並びにこれを利用したフローサイトメトリーおよびセルソーター, 
特願 2016-061233（2016年 4月 20日出願） 

9. 山口哲志, 浦野航, 岡本晃充 （国立大学法人東京大学） 
ラマン分光分析用プローブおよびそれを用いたイメージング方法, 
特願 2015-180191（2015年 9月 11日出願） 

10. 山口哲志, 岡本晃充, 塩田秀史 （国立大学法人東京大学） 
タンパク質を安定化するための化合物, 
特願 2015-179135（2015年 9月 11日出願）/ PCT/JP2016/076697（2016年 9月 9日出願） 

11. 長棟輝行, 山口哲志, 山平真也（国立大学法人東京大学） 
脂質膜含有物を固定化するための化合物、当該化合物で修飾された基材、当該基材上に脂質膜含有物をパ
ターニングする方法及び脂質膜含有物を当該基材上で単離する方法, 
特願 2015-70210 （2015年 3月 30日出願）/ PCT/JP2016/057852（2014年 3月 11日出願） 

12. 村上峰雪, 山口哲志, 長棟輝行, 南畑孝介（国立大学法人東京大学・オリンパス株式会社） 
超音波治療装置, 
特願 2013-072924（2013年 3月 29日出願）/ PCT JP2014-057134（2014年 3月 17日出願） 
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13. 村上峰雪, 山口哲志, 長棟輝行, 柴崎芳一, 飯嶋麻里子（国立大学法人東京大学・オリンパス株式会社） 
造影剤とその製造方法および製造キット, 
特願 2013-016610（2013年）/ PCT JP2014-051311（2014年 1月 22日出願） 
特許登録 6278551 (2018年 1月 26日) 

 
 
 
【受賞】 
1. 第 45回研究会優秀研究賞（2022年、5月 22日） 
細胞隣接配置による免疫細胞の細胞傷害性シングルセル解析, 
化学とマイクロ・ナノシステム学会 

2. 第 24回生物工学論文賞（2016年、9月 28日） 
Photosensitizer and polycationic peptide-labeled streptavidin as a nano-carrier for light-controlled protein 
transduction, 
公益社団法人日本生物工学会 

3. 第 20回生物工学論文賞（2012年、10月 21日） 
Synergistic effects of detergents and organic solvents on protein refolding: Control of aggregation and folding 
rates, 
公益社団法人日本生物工学会 

4. IBS2012 Organizing Committee Poster Award（2012年、9月 21日） 
Light-induced regulation of gene expression using caged nucleotides with biotinylated photo-cleavable 
protection group, 
15th International Biotechnology Symposium and Exhibition (IBS2012) 

5. 第 21回バイオ高分子研究会シンポジウム若手研究者奨励講演賞（2011年、7月） 
光分解性 PEG 脂質を用いた細胞の光パターニング 
社団法人高分子学会 バイオ高分子研究会 

6. 平成 22年度化学工学会研究奨励賞（玉置明善記念賞）（2011年、3月） 
人工シャペロン小分子を用いた蛋白質生産効率の向上および蛋白質分析技術の改良 
公益社団法人化学工学会 

7. 日本化学会第 86回年会優秀講演賞（2006年、3月） 
超分子ヒドロゲルを用いたモータータンパク質の一分子レベルでの回転制御 
公益社団法人日本化学会 

 
 
 
【招待講演】 
1. 山口哲志, 
バイオ界面を制御する光化学, 
大阪公立大学学際化学若手育成シンポジウム，堺, 大阪公立大学杉本キャンパス, 3月 2023年. 

2. 山口哲志, 
バイオ界面で働く光応答性の合成分子ツール, 
岐阜大学化学生命工学科講演会，岐阜, 岐阜大学柳戸キャンパス, 9月 2022年. 

3. 山口哲志, 
細胞の接着と脱離を光制御できる細胞培養基材, 
JST新技術説明会，オンライン, 5月 2021年. 
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4. 山口哲志, 
光応答性細胞固定化剤の開発, 
産業技術総合研究所第 11回 PhotoBIOワークショップ，オンライン, 9月 2020年. 

5. 山口哲志, 山平真也, 岡本晃充, 長棟 輝行 
脂質の疎水性集合を利用した光応答性細胞固定化表面の開発, 
第 69回高分子討論会，オンライン, 9月 2020年. 

6. 山口哲志, 
バイオ制御のための光応答性合成分子ツール, 
センサ＆IoT コンソーシアム第 1 回技術委員会，オンライン，7月 2020年. 

7. 山口哲志, 
光応答性細胞固定化剤の設計と創出, 
日本化学会第 100春季年会，野田，東京理科大学野田キャンパス，3月 2020年 

8. 山口哲志, 
細胞を操り、調べるための道具作り, 
第 18回東京大学生命科学シンポジウム，東京，東京大学駒場キャンパス，6月 2018年. 

9. S. Yamaguchi, 
Photo-responsive Chemical Tools Working on Cell Surfaces, 
IGER International Symposium on Cell Surface Structures and Functions 2017, Nagoya, November 
2017. 

10. 山口哲志, 
光応答性分子ツールを用いた細胞操作および解析, 
化学とマイクロ･ナノシステム学会第 36回研究会，群馬，桐生市民文化会館，10月 2017年. 

11. S. Yamaguchi, 
Chemical tools working at bio-interfaces for Bioengineering, 
Asian Engineering Dean’s Forum, Singapore, March 2017. 

12. 山口哲志, 
1細胞解析のための光応答性細胞操作ツール, 
日本化学会第 96春季年会，京都，同志社大学京田辺キャンパス，3月 2016年. 

13. 山口哲志, 
生命現象の操作と可視化のための刺激応答性分子ツール, 
日本化学会第 96春季年会，京都，同志社大学京田辺キャンパス，3月 2016年. 

14. 山口哲志, 
有機合成分子の表面修飾を用いた 生体分子および細胞の機能制御, 
第 31回医用高分子研究会講座，東京，首都大学東京秋葉原サテライトキャンパス，11月 2014年. 

15. S. Yamaguchi, 
Photo-cleavable chemical tools for externally controlling biointerfaces, 
化学工学会第 78年会，大阪，大阪大学豊中キャンパス，3月 2012年. 

16. S. Yamaguchi, 
Photo-cleavable chemical tools working at biointerfaces for externally controlling biomolecules and 
living cells, 
The First International Symposium on Biofunctional Chemistry (ISBC2012), Tokyo, Japan, November 
2012. 

17. 山口哲志,  
PEG脂質を用いた次世代細胞マイクロアレイの開発, 
第 29回医用高分子研究会講座，お台場，産業技術総合研究所，11月 2012年. 
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18. 山口哲志,  
光分解性ポリエチレングリコール脂質を用いた細胞選択技術の開発, 
BioJapan2011 バイオインダストリー協会三賞合同発表会，横浜，パシフィコ横浜，10月 2011年. 

19. 山口哲志,  
人工シャペロン小分子を用いた蛋白質生産効率の向上および蛋白質分析技術の改良, 
化学工学会第 43回秋季大会 平成 22年度研究奨励賞受賞講演，名古屋，名古屋工業大学，9月 2011年. 

20. 山口哲志,  
蛋白質の生産および機能制御のための化学生物工学, 
2009年度 化学工学会 The Researcher 招待講演会，米沢，山形大学工学部，8月 2009年. 

21. S. Yamaguchi, 
Artificial Chaperone Molecules and Matrices for Controlling the Folding and Aggregation of 
Refolding Intermediates, 
YONSEI U-U of TOKYO Joint Symposium, Seoul, Korea, August 2007. 

22. 山口哲志,  
機能性材料から成るユニークな環境場を用いたバイオテクノロジー, 
第 4回ライフサーベイヤシンポジウム，京都，京都大学吉田キャンパス，1月 2007年. 

 
 
 
【獲得研究資金】 
1. 公益財団法人 光科学技術研究振興財団 研究助成（2023~2024年度） 

「細胞間相互作用を指標とした高速細胞光選別技術の開発」 
配分総額 300万円予定 (研究代表者)  

2. 公益財団法人 上原記念生命科学財団 研究助成（2023年度） 
「細胞傷害性を指標にした 1細胞選別技術の開発」 
配分総額 500万円 (研究代表者) 

3. 日本学術振興会 科学研究費補助金基盤研究 B（2021~2023年度）研究代表者 
「標的分泌物応答性 1細胞アレイを用いた分泌細胞分取システムの開発」 
総額 1716万円 

4. 公益財団法人 池谷科学技術振興財団研究助成（2021年度）研究代表者 
「細胞の配置と回収の両方を光制御可能な二波長応答型細胞固定化表面の開発」 
総額 120万円 

5. 科学技術振興機構 未来社会創造事業 探索加速型（2019~2021年度）研究代表者 
「細胞資源を活用する細胞間相互作用の精密創成技術」 
総額 3290万円 

6. 日本学術振興会 科学研究費補助金挑戦的萌芽研究（2019~2021年度）研究代表者 
「マイクロ流体破砕を用いた細胞膜の裏側観察技術」 
総額 650万円 

7. 東京大学 GAPファンドプログラム（2018~2019年度）研究代表者 
「光応答性細胞固定化剤を用いた細胞単離基板の開発」 
総額 600万円 

8. 東ソー株式会社 研究助成金（2018年度~継続）研究代表者 
「光分解性 PEG脂質の微細孔基板への修飾法の開発」 
総額 200万円 

9. 公益財団法人石川県産業創出支援機構 東京大学先端科学技術研究センター共同研究創出支援事業（2018
年度）研究代表者 
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「光応答性細胞固定化技術や核酸標識技術を用いた事業化可能性調査」 
総額 70万円 

10. 農林水産省 農林水産業・食品産業科学技術推進事業（2018年度）研究分担者 
「昆虫嗅覚受容体を利用した飲食料由来のカビ臭の簡易検査システム」 
総額 105万円 

11. 経済産業省 戦略的基盤技術高度化支援事業（2017~2019年度）研究分担者 
「細胞集団分離機能および蛍光と形態判断に基づき自動で高精度に細胞単離ができる機能を兼備した安
価な革新的装置の開発」 
総額 635万円 

12. 埼玉県 新技術・製品化開発費補助金（2017年度）研究分担者 
「細胞捕捉機能を有するマルチウェルプレートの研究開発」 
総額 100万円 

13. 科学技術振興機構 さきがけ「統合一細胞」領域（2016~2019年度）研究代表者 
「光応答性細胞固定化剤表面を用いた 1細胞操作技術の開発と応用」 
総額 5473万円 

14. 日本学術振興会 科学研究費補助金基盤研究 C（2015~2017年度）研究代表者 
「嵩高いケージングによるタンパク質の多機能化」 
総額 481万円 

15. 文部科学省 先端融合領域イノベーション創出拠点形成プログラム（2013~2016年度）研究分担者 
「システム疾患生命科学による先端医療技術」 
総額 1340万円 

16. 日本学術振興会 科学研究費補助金若手研究 A（2012~2013年度）研究代表者 
「刺激応答ナノシェルを用いたケージド細胞の調製」 
総額 2730万円 

17. テルモ株式会社研究助成金（2012年度）研究代表者 
「化学シャペロンを用いた抗体の高濃度可溶化技術の開発」 
総額 200万円 

18. 公益財団法人日本応用酵素協会研究助成（2012年度）研究代表者 
「スプリット蛍光タグを用いた細胞内蛋白質の酵素標識法の開発」 
総額 100万円 

19. 化学素材研究開発振興財団記念基金「グラント」研究奨励金（2011年度）研究代表者 
「光分解性ポリエチレングリコール脂質を用いた細胞選択技術の開発」 
総額 50万円 

20. 日本学術振興会 科学研究費補助金挑戦的萌芽研究（2011~2012年度）研究代表者 
「酵素標識後に蛍光を発するスプリット蛍光タグの開発」 
総額 390万円 

21. みずほ財団研究助成（2009年度）研究代表者 
「部位特異的機能性分子修飾による蛋白質の細胞内導入および細胞機能の変換技術の開発」 
総額 200万円 

22. 日本学術振興会 科学研究費補助金若手研究 B（2009~2010年度）研究代表者 
「人工機能性分子の酵素修飾による蛋白質の細胞内および細胞膜への導入と細胞機能の改変」 
総額 442万円 

23. 日本学術振興会 科学研究費補助金若手研究 B（2007~2008年度）研究代表者 
「コンビナトリアルアプローチによる人工シャペロン分子の開発とプロテオミクスへの応用」 
総額 378万円 
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【担当講義リスト】 

(学部) 
「バイオテクノロジーⅠ」（2023年度）工学部化学系 3学科（学部 3年生対象） 
「化学・生命倫理」（2023年度）工学部化学系 3学科（学部 3年生対象） 
「生命科学」（2014, 2016~2023年度）教養学部（学部 1,2年生対象） 
「生命化学Ⅰ」（2013~2022年度）工学部・教養学部（主に学部 2年生対象）（2022年度 Best Teaching Award） 
「生命工学実験および演習（実験講義）」（2013~2023年度）工学部化学系 3学科（学部 3年生対象） 
「生命工学実験および演習」（2006~2023年度）工学部化学系 3学科（学部 3年生対象） 
「生命化学演習」（2008~2012年度）工学部化学生命工学科（学部 3年生対象） 
 
(大学院) 
「分子生物化学Ⅱ」（2014~2017, 2020, 2022年度）工学系研究科化学生命工学専攻（修士 1,2年生対象） 
「蛋白質工学特論」（2019年度）工学系研究科化学生命工学専攻（修士 1,2年生対象） 
「先端生命論」（2015, 2017, 2019年度）工学系研究科先端学際工学専攻（大学院生全般対象） 
「機器分析」（2013, 2015年度）工学系研究科先端学際工学専攻（大学院生全般対象） 
 
（他大学での集中講義） 
日本女子大学（2020年度）, 岐阜大学（2022年度） 

 
 
 
【所属学会・部会・研究会】 
化学工学会（バイオ部会・社会実装学研究会） 
日本化学会（生体機能関連部会・バイオテクノロジー部会・フロンティア生命化学研究会） 
日本生物工学会（非線形バイオシステム研究部会・バイオ計測サイエンス研究部会） 
高分子学会（バイオ高分子研究会） 
酵素工学会 
 
 
 
【所属学会での特別な活動】 
1. 日本生物工学会・和文誌編集委員（2019~2023年度） 
2. 第 75回日本生物工学会本会シンポジウム「未知の生命情報を獲得するためのバイオ分子ツールの設計と

機能創出」代表世話人（2023年度） 
3. 日本化学会第 103春季年会 プログラム編成委員（2022年度） 
4. 第 70回日本生物工学会本会シンポジウム「1細胞解析に向けた刺激応答性分子ツールの創製と応用展開」

代表世話人（2018年度） 
5. 日本生物工学会・生物工学若手会夏のセミナー2016・実施委員（会計）（2016年度） 
6. 第 67回日本生物工学会本会シンポジウム「若手研究者が提案する動物細胞一つずつを加工・品質管理す

る技術」代表世話人（2015年度） 
7. 日本化学会生体機能関連部会・若手会関東幹事（2010年度-2011年度） 
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【社会貢献活動】 
1. 東京大学駒場第Ⅱキャンパスのオープンキャンパスにおいて、小学生を対象とした理科教室「タンパク質

の変性を学ぼう！」を開催（2014,2015年度） 
2. 東京都文京区教育センターの子ども科学カレッジにおいて、小学生を対象とした理科教室「タンパク質の

変性を考えよう ― 卵を固まらなくする実験を通して ―」を開催（2020年度） 


